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≪宮崎海岸における今後の調査の考え方≫

・宮崎海岸では、侵食対策の実施による効果・影響を把握するための基礎（比較対象）となるデータを収
集するために、本格的な侵食対策工事に入る前の段階における環境を含む各種調査を地形変化の生
じている広域の範囲（沿岸方向：小丸川～宮崎港、岸沖方向：砂丘～T.P.-12m）で実施してきたところ

であり、着工に必要な各種データは蓄積できた。

・一方、平成25年度後期以降の調査に関しては、調査費の予算の関係上、調査の効率化が課題となっ

ている。

・さらに、宮崎海岸では、侵食対策工事を本格的に進めていく段階に入ってきているため、侵食対策の
効果・影響を把握するための調査についても、一般的な環境調査項目を広域で実施するよりも、侵食
対策の実施箇所周辺に重点を置くなど焦点を絞った「宮崎海岸のオーダーメイド調査」を実施していく
ことが必要になると考える。

・なお、宮崎海岸における侵食対策の実施箇所は、岸沖方向においては、砂丘の浜崖面（標高T.P.+4
～7m程度）から突堤先端（水深T.P.-5m程度）の範囲であり、その範囲が侵食対策の直接的な効果・

影響範囲となる。

・以上を踏まえると、宮崎海岸における今後の調査の一つの方向性として、この岸沖方向
の効果・影響範囲における変化状況を継続的に把握していくことが重要になると考える。

※なお、現時点で「宮崎海岸のオーダーメイド調査」の調査項目・内容に入らない調査に関しても、宮崎海
岸ステップアップサイクルの考え方に基づいて、今後、効果検証を実施していく中で、対策の実施状況に
応じて必要と判断した場合には、調査を実施していく。
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平成２５年度前期調査（実施中）

平成２５年度後期以降の調査について、効果検証分科会、委員会等での意見・助言を踏まえて調査の効率化を図る予定

※1 ◎：実施中であり今後も毎年継続して実施、 ◎：実施中であり今後も隔年もしくは 5 年間隔程度で実施  

○：今後新たに毎年実施、 ○：今後新たに 5 年間隔程度で実施、 △：必要に応じて実施を検討  

※2    ：実施、    ：必要に応じて実施 
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(2) 効率化を図る調査項目 - 5 -

突堤・離岸堤周辺を対象年2回・1エリア年4回・1エリア

年3回・3測線年4回・6測線
底質・底生生物

（対策実施箇所）

宮崎野生動物研究会に

委託
当面実施しない

年1回・

宮崎港～一ツ瀬川河口

アカウミガメ

上陸実態

年1回・海浜のみ年1回・保安林～海浜植生断面

年2回・3測線年2回・6測線
魚介類

年2回・3測線年2回・6測線
底質・底生生物

（広域）

年2回・3測線年2回・6測線幼稚仔

当面実施しない年2回・1地点浮遊生物

当面実施しない2年に1回・25測線底質（粒径調査）

当面実施しない年1～2回・養浜箇所水質

環

境

調

査

台風期前の6月、台風期
後の11月（11月は広域
測量）

年1回・住吉海岸～一ツ瀬川河口

年1回・宮崎港～小丸川河口(広域)
年3回・住吉海岸～一ツ瀬川河口

年1回・宮崎港～小丸川河口(広域)
測 量

通年・1地点＋台風期・2地点通年・4地点流向・流速調査

備 考効率化当 初調査項目

調査の優先度と効率化の可能性を踏まえ、以下の調査について平成25年度後期以

降の効率化を図る。
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≪海象・漂砂調査の効率化（案）≫

・定点観測は、観測地点数と観測期間の効率化を図っていくこととし、
今後は通年4地点から通年1地点＋台風期2地点程度に効率化する。

・流況を把握する必要が生じた場合には、CCTV等の活用による流況把握なども含めて改めて検討する。
・広域流況調査（小丸川～宮崎港）は、対策工法の効果検証に直接的に資する調査でないため当面実施しない。

流向・流速調査

測 量 ・ 年間4回（6,8,11,2月）の測量を、台風期前の6月、台風期後の11月の年間2回に効率化する。
・ 11月は、小丸川～宮崎港区間の広域測量とする。
・ 突堤や県区間の離岸堤の施設点検(沈下、洗掘状況)は、深浅測量と同時に実施することで効率化を図る。

≪測量の効率化（案）≫

当初 ：通年4地点
効率化：通年1地点＋台風期2地点

当初 ：年4回
効率化：年2回

広域測量範囲(11月)

6月及び11月の測量範囲

通年観測地点
台風期観測地点
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≪環境・利用 調査の効率化（案） （１/３）≫

・既往調査結果より特段の変化が生じていないため、今後は必要に応じて実施する調査とし、当面実施しない。水質調査

・既往調査結果より特段の変化が生じていないため、今後は当面調査を実施しない。
底質調査
(粒径調査)

浮遊生物調査・幼稚仔調査

・宮崎海岸は外洋に面しており対策による影響よりも外的要因による影響を受けやすく、移動能力が低い浮遊生物、幼稚仔は侵食対策
事業に対する指標性が低いと考えられるため、今後は浮遊生物は当面実施せず、幼稚仔は調査測線を6測線から3測線に効率化する。

効率化

効率化

効率化

効率化

(2) 効率化を図る調査項目

当初 ：1地点
効率化：実施しない

当初 ：養浜箇所で実施
効率化：実施しない

当初 ：25測線(2年に1回)
効率化：実施しない

当初 ：6測線
効率化：3測線
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≪環境・利用 調査の効率化（案） （２/３）≫

・カレイ、ヒラメなどの底生魚であり砂浜に関係が深い魚種に対象を絞ることとし、今後は調査測点を
6測線から3測線に効率化する。
・突堤・離岸堤周辺を対象とした 目視観察（付着生物も含む）は、年間4回（6,8,11,2月）の調査を6月、2月
の年間2回に効率化する。

魚介類調査

効率化

底質・底生生物調査
(対策実施箇所) ・既往調査結果より特段の変化が生じていないため、今後は調査測線を6測線から3測線に効率化する。

・年間4回（6,8,11,2月）の調査を6月、11月、2月の年間3回に効率化する。

効率化

(2) 効率化を図る調査項目

当初 ： 6測線
効率化： 3測線

当初 ：6測線・年4回
効率化：3測線・年3回

・既往調査結果より特段の変化が生じていないため、今後は調査測線を6測線から3測線に効率化する。

効率化
当初 ：6測線
効率化：3測線

底質・底生生物調査
（広域）

潜水目視観察（付着生物も含む）

当初 ：年4回
効率化：年2回
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≪環境・利用 調査の効率化（案） （３/３）≫

・侵食対策を実施することにより影響を受ける砂丘浜崖面より海側の範囲に焦点を絞って評価することとし、
今後は保安林~海浜の調査範囲を海浜のみとすることで効率化する。

植生断面調査

・宮崎野生動物研究会と調査が重複しているところもあるため、データ共有による効率化を図る。
アカウミガメ
上陸実態調査

効率化

効率化

(2) 効率化を図る調査項目

当初 ：独自に実施
効率化：他機関に委託

当初 ：保安林～海浜
効率化：海浜のみ



(3) 平成25年度後期以降の調査実施計画（案）
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 ※1 ◎：実施中であり今後も毎年継続して実施         ※2   ：H25.4～H25.9の期間は実績、H25.10～H26.9 の期間は実施予定 

◎：実施中であり今後も隔年もしくは5 年間隔程度で実施       ：効率化（実施しない） 

○：今後新たに毎年実施  

○：今後新たに 5年間隔程度で実施  

△：必要に応じて実施を検討  


